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はじめに

不妊症の原因として，女性および男性生殖器の

器質的因子並びに卵子・精子の問題およびホルモ

ンなどの機能障害が挙げられる。近年，不妊治療

法として生殖補助医療（ＡＲＴ）がめざましい進

歩をとげているが，心理面や全人的とらえ方をす

る漢方薬と併用することで，更に妊娠の可能性が

高まることが期待される。現代社会はストレスが

多く，冷え，胃腸虚弱，肥満を併発し不妊症で悩

む女‘性が増えてきている。

東洋医学的に生殖機能は,五臓六I府のうち「腎」

機能が関与し，月経異常や不妊症は「腎虚」の病

態であり，「気虚」・「血虚」・「癌血」・「水毒」な

どの状況と合わざり個々の病態が出現する。「妊

娠・出産」は，「卵・生殖器の老化」のみならず，

生体全体のバランスの崩れ，心と身体の不調が関

与することから個々の臓器を調節し，その機能を

良好にすることが重要と考えられる。本稿では，

不妊症診療における漢方の役割に関し概説する。

１．不妊症の要因と東洋医学的捉え方

全夫婦の約１０％が不妊症であるといわれてい

る。不妊症の要因は，夫婦要因約１５％，女‘性要因

約４０％，男性要因約４０％，原因不明約５％といわ

れている。器官別，生殖機能別に分類することは

非常に困難で両者を併用して分類されることが多

い。代表的な要因分類として，器質性要因，機能

性要因に大別される。また男女別の分類では，女

性因子として卵巣因子・子宮因子・卵管因子・遺

伝因子・心因因子などが，男‘性因子として，造精

機能障害・遺伝因子・心因因子・勃起不全（ED）

などが挙げられる。女性の器質‘性因子である子宮

内膜症，子宮筋腫,〃卵管通過障害などは，生殖補

助医療の発展とともにその対応が進み治療成績が

改善されてきている。また女性不妊の機能性因子

として，排卵誘発剤，顕微授精により妊娠にいた

る症例が増えているものの，今尚原因不明の症例

を多数認める。

このように西洋医学を主体とした治療が進んで

はいるものの，西洋医学的にとらえがたい機能性

因子の異常や，原因不明の不妊症に関し，漢方薬
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